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	義務教育諸学校における�子どもの読書活動の充実�～学校図書館の利活用の向上を目指して～　　　　　　　　
	 ● 講演の内容�　　　子どもの読書活動の充実を考えるためのヒント
	�１．大規模調査の結果から�「読書離れ」の実態と、�「読書好き」を育てるヒント
	�　●子供の頃の読書活動の効果に関する調査研究　�　　～「読書離れ」の実態と、「読書好き」を育てるヒント～�　　　（国立青少年教育振興機構，2021年３月）�
	●調査結果のポイント
	�① -1   子どもの頃の読書量が多い人は、意識・非認知 �  能力と認知機能が高い傾向にある。　�
	�① -2 子どもの頃の読書量が多い人は、意識・非認知 �   能力と認知機能が高い傾向にある。　�
	② 興味・関心にあわせた読書経験が多い人ほど、�　　小中高を通した読書量が多い傾向にある。
	国立青少年教育振興機構（2013）の調査から� ③子どもの頃の読書活動は、大人になってからの本とのかかわりと関連する
	スライド番号 10
	�③ 本（紙媒体）を読まなくなった人は、年代に関係なく�　　増加している。　�
	④ 携帯電話やスマートフォン、タブレットなどのスマート�　　デバイスを用いて本を読む人の割合は増えている。
	⑤ 読書のツールに関係なく、読書している人はしていない人　よりも意識・非認知能力が高い傾向があるが、本（紙媒体）で読書している人の意識・非認知能力は最も高い傾向がある。
	�２．実践から�
	 （１）絵本との出会いにある格差
	�3．まとめ�

